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健康と幸福を祈る伝統料理 叙勲受章者の功績祝う

手遊びで親子のスキンシップ力作並ぶ、子ども版画展
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▲式典に出席された受章者の皆さん
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▲手遊びを学ぶ受講者

▲蒸したからすみを型に入れて山の形に整える受講生
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▲入賞作品をプリントしたシャツを受け取る樫村君㊧

13　2008.4.1

�������	
��
�������������

�������	
��
�������������

�������	
��
������������

��������	
�
�
���������

�������	
��
�����������

�������	
��
�����������

��������	
���
�

�������	
��
��������
��

�������	

中学生に読み聞かせの授業 地球に 学校に 恩返し

受け継がれる太鼓の心大正村に春告げる足音
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▲学び育った学校の校庭にやさしく植樹する児童
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▲力強く中山太鼓を演奏する卒業生ら

▲読み聞かせをするサポーターと物語に聞き入る生徒たち
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▲うららかな天候の中楽しく走る参加者
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伊藤喜美さん名誉市民に 東野小にエコちゃん設置

武並駅南口が供用開始 梅 
ばい

 露 
ろ

 庵 公園で「
あん

 狐 のよめ
きつね

 入 」再現
いり
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▲回転するプロペラを眺める児童
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▲テープカットをする園児と出席者

▲名誉市民推挙状を受け取る伊藤さん㊥
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▲「王子道狐のよめ入」の行列
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企画展覧会

「江戸情緒 ― 名所江戸百景」

　「名所江戸百景」は歌川広重の最晩年

の大作。そのシリーズ中の一枚「吾妻橋

金龍山遠望」。

　この作品は、春風で桜の花びらが舞っ

ている中での、船遊びを描いています。

芸者の後ろ姿だけ見える構図が斬新で

す。タイトルにある吾妻橋は隅田川に

架かる橋で、左奥に見えます。また金龍

山は浅草にある金龍山浅草寺のことで、

本堂と五重塔が遠くに見えています。

さらには遠く富士を眺めることもでき

ます。富士に桜に船遊び―。穏やかな

春のひとときといえるでしょう。

■会期
４/１０�～６/１５�
前期：４/１０�～５/１１�
後期：５/１３�～６/１５�
※各期展示替えを行います

■開館時間　午前９時半
～午後５時（入館は午後４
時半まで）
■観覧料　�大人＝８００円
（団体６５０円）　�小・中・高
校生＝５００円（団体４００円）
毎週月曜日（祝日を除く）、

祝日の翌日（土日・祝日を除く）

休館。ただし４/２８�は開館。４

/７�～９�は展示替え休館。

■問い合わせ　中山道広
重美術館�２０-０５２２
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　４月６日から毎月第１日曜日を「市
民の日」とし、観覧料を無料とします。
気軽に美術の世界に触れていただき、
文化活動やまちづくり活動の拠点に活
用いただけるよう願っています。

歌川広重
「名所江戸百景　吾妻橋金龍山遠望」

大判錦絵　吉村コレクション
安政４（１８５７）年８月

①国の重要文化財　武並神社本殿
平成の大修理始まる

　武並神社は、伝承では承久年間（１２１９～１２２２）創
建といわれ、永禄７（１５６４）年、岩村城主の遠山景
任が本願（発起人）、大井城主の藤井常高が勧進元
（世話人）となり、近郷の城主の協力を得て再建、そ
の後、寛文１２（１６７２）年、大井村の庄屋井口氏を中
心に村の有力者たちによって大修理が行われたとさ
れています。現在の本殿は、一部を除いて室町時代
の再建当時の姿を良く残していることから、平成元
年５月に国の重要文化財に指定されました。
　貴重な歴史的建造物は、木造の場合、数百年ごと
に根本的な修理を行い、その間数十年ごとに屋根の
ふき替えや塗装などの維持修理を行いながら、大切
に残されてきました。
　武並神社の大修理は、明治３３（１９００）年以来とな
り、２２年度までの４カ年度計画で、本殿そのものを
完全に分解する解体修理を行います。柱や 梁 など部

はり

材の一本一本を調査した後、傷んで使えない部分の
み新しくして、再び組み直すという、全国で一度に

数個所でしか行われない本格的な修理です。本殿が
いったん地上から姿を消すのは来年６月ごろ。７
月・８月には、通常では行うことができない本殿の
基礎部分の試掘調査も実施する予定です。
　修理工事現場は、安全面などに配慮するため常時
公開することはできませんが、工程のポイントとな
る時期を選んで現場見学会、説明会を開催しますの
で、その折には皆さん、ぜひ足を運んでください。
※武並神社の古い写真を探しています。お持ちの方
がありましたらご一報ください
□問い合わせ　文化課�４３-２１１２（内線２１７）

▲軒の出が深いのが特徴となっている本殿

文化財を巡る


